
広域モニタリングの運用形態及び共用のための提案

代表的な利用シーン 放射線量モニタ 防災無線システム

利用場所 屋外 屋外

利用期間 常時 常時

１日のうちの利用時間 24時間 24時間

使用周波数の変更 可能 可能

【ホワイトスペース利用システム相互間で共用するための方策】

【運用形態】

○ 無線局開設前
・使用可能な周波数の確認
・運用する利用日時、時間帯等による調整

〇 無線局解説後
・干渉が発生した場合の、段階的なシステム変更、停止のルール

〇その他
・WS局間の干渉低減のための運用条件、技術的条件
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